
 
 
平成22年12月期通期連結業績予想数値の修正（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 

 
 
平成22年12月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 

（注）本資料に記載されている業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき将来予測を判断した見通しであり、実際の
業績等は、業況の変化等により上記予想数値と異なる場合があります。 

修正の理由 
 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、依然厳しい状況であり、当社グループを取り巻く二輪車環境におい
ても同様に厳しい状況が続いております。 
 当第３四半期の後半にかけては新商品およびリニューアル用品の投入が進みましたが、全体としては既存品の販売減少
などの影響により、売上高の減少傾向が続いております。 
 こうした厳しい環境の中、売上高は減少しましたが、より一層の経費削減を推進し利益創出に努めたことにより、営業利
益及び経常利益は前年同水準を確保する見通しです。当期純利益につきましては上記記載の特別損失の影響により大き
く減少する見通しとなりました。 
なお、現時点おける配当予想の修正はございません。 
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特別損失の発生及び業績予想の修正に関するお知らせ  

 当社は、平成22年12月期第３四半期において、特別損失を計上する見込みですので、その概要をお知ら
せすると共に、最近の業績動向も踏まえ、平成22年７月30日に公表した業績予想を修正しましたのでお知
らせいたします。 
 
●特別損失の計上について 
当社は平成22年10月18日に公表した「セカンドキャリア支援制度」の実施に伴い、セカンドキャリア支援金
及びセカンドキャリア支援サービスにかかる費用として特別損失32 百万円を平成22 年12 月期第３四半期
決算に計上する見込みとなりました。なお、これによる来期平成23 年度12 月期の年間人件費につきまして
は約46 百万円の減少を見込んでおります。 

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利
益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 6,307 186 161 50 14.28
今回発表予想(B) 6,101 186 165 27 7.79
増減額(B-A) △206 △0 4 △22
増減率(%) △3.3 △0.1 2.6 △45.5
（ご参考）前期実績 
（平成21年12月期）

6,366 170 163 96 27.40

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,146 160 153 92 26.33
今回発表予想(B) 3,138 169 164 71 20.30
増減額(B-A) △8 8 10 △21
増減率(%) △0.3 5.5 7.0 △22.9
（ご参考）前期実績 
（平成21年12月期）

3,450 166 176 94 26.95


